
Title:Resilience Ground Shinji Ashihara

AJ14003   芦原　伸治
指導教員　堀越　英嗣
担当教員　岡野道子　

減災地盤
Resilience Ground

小池島田仮設団地　82 戸 3.0ｋｍ

1.0ｋｍ

倒壊率０％

倒壊率 25％未満

倒壊率 25％以上

倒壊率 50％以上

倒壊率 75％以上

益城町役場

テクノ仮設団地　516 戸

木山仮設団地　220 戸

津森仮設団地　73 戸

木山上辻仮設団地　64 戸

平田仮設団地　48 戸
赤井仮設団地　35 戸

飯野仮設団地　48 戸

東無田仮設団地　13 戸

櫛島仮設団地　41 戸

安永仮設団地　70 戸

安永東仮設団地　43 戸

福富仮設団地　６戸

広崎仮設団地　53 戸

馬水西原仮設団地　54 戸

惣領仮設団地　63 戸

馬水仮設団地　77 戸

馬水東道仮設団地　56 戸

5.0ｋｍ

町役場中心半径（km)

Reserch 　2016/6/06  

52 日後

応急仮設住宅始動

　2018/10/01  

2 年後

原則 2年の入居期限 1年延長

2018 年現在

継続中発災

　2016/11/18  

全避難所撤去

避難所完全閉鎖

       2018/6/10  

災害復興住宅一つ目の完成

7月から入居開始　戸数 12 戸

　すべての人間が自らの希望通りの場所に住む

ことが許されない緊急時において、地方であっ

たとしても土地不足の問題は根深く発展してい

る。このような強制移住はこれまでの人々の結

びつきすら引き離し、新しく生まれた関係も３

～４度の移住のためまた振出しに戻る。復興の

過程が断絶的になっている。

　

　戦後の住宅不足に備えた国策としての大量の

植林はコンテナの出現により、その 60 年ほどを

経て需要を大幅に失ってしまっている。それは

海外からの直輸入の方が国内から木材を手に入

れるよりも、早くて素材としてもしっかりして

いるためだ。

森林率 66.8％

国土面積 :約 3780 万人

森林面積 :約 2520 万人

人工林面積 :約 1000 万人

天然林：人工林 3：2

2016/4/14  

21:26:34.4

20

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

18

16

14

12

10

 8

 6

 4

 2

 0 4/154/164/174/184/194/204/214/224/234/244/254/264/274/284/294/305/1

̃
5/9

̃
5/17

̃
5/25

̃
6/1

̃
6/9

̃
6/17

̃
6/25

̃
7/1

̃
7/9

̃
7/17

̃
7/25

̃
8/1

̃
8/9

̃
8/17

̃
8/25

̃
9/1

̃
9/17

̃
10/1

̃
10/17

̃
11/1

̃
11/9

̃
11/17

̃
11/25

̃

1000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

（万人） （施設）

数
者
難
避

数
所
難
避

02016 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2018 2018 2018 2018 2018 2018
12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 1/1~1/31 2/1~2/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31 12/1~12/31

数
者
居
入

数
戸
居
住
設
仮

（万人） （施設）

Time

PHASE 1 PHASE 2 PHASE 3 PHASE 4

災
発

所
難
避

宅
住
設
仮

興
復

街 A

仮設 A避難所 A

避難所 B

避難所 C

仮設 B

仮設 C

地域外へ

）³ｍ万（量給供材木 自給率

100%
国産材輸入木材との合計

80%

60%

40%

20%

0%

12,000

14,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
Ｓ30 Ｓ35 Ｓ40 Ｓ50Ｓ45 Ｓ55 Ｓ60 H2 H7 H12 H17 H22 H23 H24 H25 H26 H271

5

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

（万 ha）

（樹齢）

利用に適した樹齢の人工林

推移した場合

約 6割

人口林の樹齢別面積
利用に適した樹齢の人工林

約 4割
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Basepoint: 因島

1. 日本中の国産材を集める

戦後伐採期を迎えた国産材が大量に存在する。

しかし今や外国から直接木材が運び込まれる

時代、道路を通して輸送されるよりも大きく

安い木材は外国産に頼っているため、国産材の

消費目的が求められている。

3. 廻船地盤

平時は海の駅舎、図書館、宿泊施設として

働き、1年に一度全国を試験運転のため巡回

する。

緊急時は災害の落ち着きを見計らって、被災地

の近辺に寄港する。緊急時における不条理な移

住が引き起こす場所と時間の断絶を緩やかに繋

ぐ場所となる。

2. 船舶の改修を行う

バラスト水規制が世界中で進み、用途を

失うコンテナ船が増加している。ただ解撤

を待ち、そのままでは労働災害を他国にば

らまく要因を責任をもって消費しきる。

日本列島は周辺航路の軌跡だけで浮かび上がっ

てくるほどに周囲を航路に囲まれた島国である。

このような航路まで含めて敷地と捉えなおす事

で、行き場のなくなった巨大な人工構造物であ

る大型船舶が一つの地盤として価値を現し始め

る。
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　減災とは災害やテロなど想定外の事態で社会システムや事業の機能の一部が停止しても、「全体としての機能を
速やかに回復できるしなやかな強靭さ」である。すなわち被害を抑えるのではなく、起こりうるものとして計画を
開始する。本計画において敷地は選定されない。どこにでも当てはまり豊かな居住機能をその被災地に送り、現状
の仕方のない移住に対してせめて人を集めることでそこに居心地の良い場所を形成しようとするものである。


